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１．南極観測５０周年記念事業の趣旨 

 
 わが国が１９５７－５８年の「国際地球観測年、IGY」（第３回国際極年）に

参加し、第１次南極地域観測隊を南極観測船「宗谷」で送り出して以来、

平成 18 年１１月８日で５０年になります． 

 この５０年間に南極観測に参加した観測隊員は二千人を越し、支援観

測船乗組員は三千人以上の多数にのぼります．一昨年南極観測参加者

によって創られた「南極 OB 会」を中心に、南極観測５０周年を祝うべく記

念事業委員会が発足しました．５０年の歴史を祝賀し、未来を展望すると

ともに、南極観測によってえられた科学的成果、設営的技術成果を広く国

民に伝えることを目的に記念事業を計画いたしました．これを機に南極観

測の新たな発展を願っております． 

 わが国の南極観測は第一次隊によって東南極大陸、宗谷海岸に昭和

基地を設けた後、さらに「みずほ」、「あすか」基地を内陸に展開し、１９９０

年代には南極大陸の内陸高地の頂上域に「ドームふじ」基地を設けまし

た．こうしたわが国の観測基地の配置は南極大陸の気候区に対応する、

南極大陸で唯一の観測プラットフォーム・システムとなっています．そこで

は地球が現実に直面する科学的課題に対応した観測が行われていま

す． 

 過去５０年間には、「やまと山脈踏査」、「昭和基地—南極点旅行」、「ロ
ケットによるオーロラ観測」、「大量隕石収集」、「オゾンホール現象の発見

と発現機構の解明」、「海洋生物生産性観測」、「１０0 万年の過去に遡る

氷床深層コアの採取」など多くのプロジェクト観測に成功し、最近では特

に、地球環境変動に関する観測において大きな成果をあげ、また精密な

環境モニタリング観測を展開しております． 

 本記念事業では、将来のさらなる発展を願う祝賀行事を行うとともに、こ

れまでの観測成果の全国規模の講演会、南極観測の科学的成果および

人間的側面からみた観測記録の出版などを企画 し、本年１１月８日を５０

周年記念の日として記念事業を計画しております． 

 

 



２．事業計画案 

2．1  南極観測５０周年記念祝賀会 
     開催日：平成１８年１１月８日（水） 

  「宗谷出港記念」式典 

於：船の科学館、「宗谷」船上 

開会時刻：午前 10時 30分 

  「しらせ」見学 

開会時刻：午後 3時 30分 

  「５０周年記念」式典 

於：赤坂プリンスホテル 

開会時刻：午後 6時 

 
２．２ 記念講演会 

記念事業委員会・船の科学館共催 

         講演会「“宗谷”での観測時代」 

開催日：平成 18年１１月 8日 午後 1時開演 

会場：船の科学館（一般公開） 

 

記念事業委員会・国立極地研究所・（財）日本極地研究振興会共催 

５０周年記念講演会「南極観測の５０年」 

開催日：平成１８年１１月～１９年１月（未定） 

会場：都内会場（一般公開） 

  
国立極地研究所・記念事業委員会・日本科学未来館共催 

記念南極教室「南極の自然と人」 

開催日：平成１８年１０月～１９年３月（未定） 

会場：日本科学未来館（小･中学生対象）） 

 
２．３ 支部主催地方講演会および記念事業行事 

北海道支部、秋田支部、宮城支部、新潟支部、富山・金沢・福井支部 

長野支部、茨城支部、東海支部、京都支部、阪神支部、山陰支部、山陽支部、

四国支部、九州支部、沖縄支部 



2．4 出版事業 

 
   「南極観測：100 人の証言」 

    編集方針：50年の歴史を 100人の１次~47次隊の観測隊員が語る 

    編集委員長：平山善吉 

    発行元：技報堂      

 

    「南極 にんげん ５０年」 
    編集方針：南極観測の背景史を 9人の著者によって描く 

    編集委員長：柴田鉄治 

    発行元：丸善    

 

    写真集「南極観測の５０年」 
    編集方針：50年間にわたって南極観測隊が撮影した写真から厳選 

    編集委員長：平山善吉 

    発行元：毎日新聞社 
           
 
         ３．予算案 
3．1 事業予算案 

出版経費       800万円 

講演会経費             1000万円 

 東京講演会           200万円 

 地方講演会、記念事業補助            800万円 

記念祝賀会関連      500万円 

事務局経費      200万円 

事業総額                                  2500万円 
 

３．２．募金計画 

募金期間：自 平成１８年４月１日 ～ 至 平成１９年３月３１日 

 
 



               ４．記念事業組織  
５０周年記念事業委員会 

委員長：村山雅美 ､委員長代理：平山善吉 

顧問：田英夫、鳥居鉄也、三角哲生、松浦光利、 

副委員長：平山善吉、川口貞男、北村泰一、小林昭男、吉田栄夫、中村純二、 

村内必典、小野延雄、星合孝男、高尾一三、三田安則、木崎甲子郎、藤原健蔵、 

川崎巌、西部暢一、芳野赳夫、村越望、楠宏、小口高、深瀬和巳、柿沼清一、若井登、 

平沢威男、大瀬正美、久松武宏、山口征也 

企画委員：川口貞男（委員長） 

平山善吉、小野延雄、国分征、柴田鉄治、増田博、渡辺興亞、竹内貞男、佐野雅史、 

内藤文彦、西尾文彦、藤井理行、福地光男、佐藤夏雄、神田啓史、鮎川勝、小島秀康、 

芦田成生、福谷博、白壁弘保、福井徹郎、白石和行、安藤久男、山田知充、高橋修平、 

高木知敬、井上正鉄、佐藤安弘、小林俊一、遠藤八十一、佐藤和秀、横山宏太郎、福西浩、

青木周二、野村彰夫、鈴木啓助、岩坂泰信、関孝治、川田邦夫、阿仁屋政武、五味貞介、 

上田豊、中尾正義、斉藤隆志、吉川暢一、大谷修司、松本征夫、坂翁介、藤井功、 

楠瀬昌彦、菊池時夫、大城智 

機関・企業委員：吉村愛一郎（国土地理院）、山崎一郎（通総研）、福谷博（気象庁）、 

宗田幸次（海洋情報部）、稲葉智彦（報道）、三田安則（宗谷）、久松武宏（海上自衛隊）、 

中西実（いすゞ自動車）、志賀重男（小松製作所）、林原勝美（ヤンマ－）、 

金子誠一（大原鉄工）、村松金一（関電工）、坂本勝（三機工業）、丸山正文（飛島建設）、 

南雲正輝（ミサワホ－ム）、多賀正昭（日立）、芦田精一（NEC）、福島正治（調理） 

実行委員会：国分 征（委員長） 

祝典部会： 福谷 博＊、三田安則、平山善吉、久松武宏 

広報部会： 深瀬和巳＊、稲葉智彦、田口章利、柴田鉄治、糸永正之 

講演部会： 渡辺興亜＊、吉田栄夫、國分 征 

出版部会： 柴田鉄治＊､小野延雄､平山善吉 

記念品部会： 佐野雅史＊、三上春夫、福井徹郎、大瀬正美 

総務部会： 渡辺興亜＊ 

総務： 佐野雅史、佐藤夏雄、白壁弘保、芦田成生、山岸久雄、安井和憲 

       財務： 小野延雄、福谷博、宇都正太郎 

       資料収集： 神田啓史、西尾文彦 

事務局長：福谷 博 



 

 

      

                            昭和基地（２００６） 

 

 

 

５０周年記念事業委員会 

事務局長:福谷 博（９次、１３次越冬、定常気象担当） 
 事務局所在地：101－0061 東京都千代田区三崎町 2－4－13 

コンポラビル２01 
（JR水道橋駅球場口、専修大学通りを南へ 5分） 

電話＆ファックス：０３－５２１０－２２５２ 
E-Mailアドレス：nankyoku-ob@mbp.nifty.com 

 
南極 OB会事務局は上記と同じ 

南極 OB会ホ－ムぺ－ジ：http://www.jare.org/ 
 

 


